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中
国
の
幕
引
き
で
日
本
勢
優
位
か

　

当
面
、
主
戦
場
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（
東
南

ア
ジ
ア
）
―
―
。
こ
の
地
域
を
中
心
に
、

世
界
で
激
し
い
高
速
鉄
道
の
受
注
争
い
を

繰
り
広
げ
て
い
る
日
本
と
中
国
。
中
で
も
、

最
も
旬
な
舞
台
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

（
約
３
５
０
㎞
）
間
を
巡
る
戦

い
だ
。

　

計
画
が
水
面
下
に
浮
上
し
始
め
た
２
０

１
５
年
か
ら
、
両
国
は
国
を
挙
げ
た
セ
ー

ル
ス
合
戦
を
展
開
。
互
い
の
一
挙
手
一
投

足
に
対
し
て
、
相
手
国
が
敏
感
に
反
応

す
る
状
況
が
続
い
て
来
た
。

　

昨
年
11
月
に
安
倍
晋
三
首
相
が
、
来

日
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ト
ニ
ー
・
タ
ン

大
統
領
と
会
談
す
る
と
、
中
国
メ
デ
ィ

ア
は

「
日
本
の
新
幹
線
技
術
が
優
位
だ
っ

た
の
は
過
去
で
、
今
は
中
国
の
方
が
上
。

残
念
だ
が
日
本
は
片
思
い
に
終
わ
る
だ

ろ
う
」
と
過
敏
に
反
応
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
遡
る
こ
と
１
年
前

に
、
ア
ジ
ア
最
大
級
の
建
設
大
手
、
中

国
鉄
路
工
程
総
公
司

（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）
が
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
国
有
投
資
開
発
会
社
ワ
ン
・

マ
レ
ー
シ
ア
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

（
１
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
の
子
会
社
・
バ
ン
ダ
ー
・
マ
レ
ー
シ

ア
に
出
資
を
表
明
。

　

こ
の
会
社
が
手
掛
け
る
、
首
都
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
で
の
都
市
再
開
発
の
中
核
事

業
に
は
、
同
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
結
ぶ

高
速
鉄
道
の
発
着
駅
も
含
ま
れ
、
「高
速

鉄
道
建
設
の
受
注
に
向
け
た
布
石
」
と

言
う
わ
け
だ
。

　

鉄
道
建
設
に
強
み
を
持
つ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
が

発
着
駅
を
押
さ
え
る
意
味
は
大
き
い
。

日
本
に
と
っ
て
は
、“
片
思
い
”
と
揶
揄

さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
ほ
ど
の
ビ
ハ
イ
ン

ド
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
事
態
は
急
変
す
る
。　

今

年
５
月
、
マ
ス
タ
ー
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
あ
っ

た
前
述
の
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
不
動

産
開
発
会
社
の
企
業
連
合
が
、バ
ン
ダ
ー
・

マ
レ
ー
シ
ア
社
の
株
式
取
得
代
金
を
期
限

ま
で
支
払
わ
ず
、
契
約
が
失
効
し
た
と

発
表
さ
れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
や
専
門

家
が
驚
い
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
情
勢
に
詳
し
い
、
在
タ
イ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
は
こ
う
話
す
。

　

「
外
貨
流
出
、
つ
ま
り
は
資
金
流
出
に

よ
る
人
民
元
の
下
落
を
嫌
が
り
、
外
貨

規
制
を
強
化
す
る
中
国
政
府
が
、
国
益

に
つ
な
が
ら
な
い
と
判
断
し
、
止
め
さ
せ

た
の
で
は
な
い
か
」
―
―
。

　

中
国
に
と
っ
て
、
本
当
に
欲
し
い
の
は
鉄

道
建
設
受
注
で
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
再

開
発
事
業
は
そ
の
布
石
に
過
ぎ
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
当
時
巨
額
負
債

（
１
兆
円

以
上
と
目
さ
れ
る
）
を
抱
え
て
い
た
、

国
有
の
１
Ｍ
Ｄ
Ｂ
を
救
う
形
で
の
参
入
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
に
恩
を
売
る
チ
ャ
ン
ス
。

中
国
側
と
し
て
は
、
再
開
発
事
業
に
投

資
す
る
こ
と
で
鉄
道
受
注
を
有
利
に
す

る
狙
い
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

し
か
も
、
偶
然
か

「バ
ン
ダ
ー
・
マ
レ
ー

シ
ア
」
の
中
国
出
資
が
な
く
な
っ
た
報
道

と
ほ
ぼ
同
時
期

（
５
月
２
日
・
７
日
）、

石
井
国
土
交
通
大
臣
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
出
向
き
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

や
日
立
、
三
菱
重
工
な
ど
鉄
道
関
連
事

業
を
携
わ
る
日
本
企
業
ら
と
、
高
速
鉄

道
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
た
。

当
然
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高

速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
政
府
要
人
と
も

会
談
し
、
積
極
ア
ピ
ー
ル
を
図
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
た
。

　

国
交
省
に
よ
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、

ハ
ミ
ド
陸
上
公
共
交
通
委
員
会
議
長
や

ラ
ー
マ
ン
首
相
府
大
臣
、
ジ
ョ
ハ
リ
第
二

財
務
大
臣
、
リ
オ
運
輸
大
臣
、
一
方
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
コ
ー
運
輸
大
臣
や
ウ

ォ
ン
国
家
開
発
大
臣
ら
と
会
談
。
マ
レ
ー

シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
高
速
鉄
道
に
つ
い
て
、

日
本
の
新
幹
線
の
優
位
性
、
人
材
育
成

支
援
、
現
地
企
業
と
の
協
働
に
つ
い
て
説

明
す
る
な
ど
、
精
力
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
図
っ
た
と
言
う
。

　

一
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
地
元
紙
は
日
本

　
　

三
菱
重
、
日
立
、
Ｊ
Ｒ
東
は
期
待
す
る
が

経済レポート

そ
れ
で
も
東
南
ア
ジ
ア
で

現地報告
  

（
「
週
刊
ワ
イ
ズ
」
編
集
長
／
バ
ン
コ
ク
在
住
）

　
　
　
　
　
　
　
　     

北
川
　
宏  

中
国
の
高
速
鉄
道
が
選
ば
れ
る
理
由
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の
売
り
込
み
に
つ
い
て
、
ラ
ー
マ
ン
大
臣
の

コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
「
事
業
費
が
１
兆
６
０

０
０
億
円
に
も
な
る
高
速
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
、
（
日
本
は
）
コ
ス
ト
競
争

力
を
話
し
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
か
ら
は
技

術
移
転
も
必
要
だ
」
と
伝
え
た
。

再
び
攻
勢
に
転
じ
た
中
国
の
底
力

　

と
も
あ
れ
、
中
国
勢
の
幕
引
き
に
、
日

本
連
合
は
チ
ャ
ン
ス
と
ば
か
り
に
動
き
出

し
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
ま
た
し
て
も
中
国

を
刺
激
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
ジ
ブ
首
相
が
、
前
述
し

た
失
効
報
道
後
の
５
月
13
日
、 

中
国
の
大

手
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

「
大
連
万
達
集

団

（ワ
ン
ダ
グ
ル
ー
プ
）
と
、「バ
ン
ダ
ー
・

マ
レ
ー
シ
ア
開
発
」
の
マ
ス
タ
ー
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
し
た
と
電
撃
発

表
し
た
の
だ
。

　

し
か
も
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
開
発
事
業
か
ら

は
降
り
た
も
の
の
、
高
速
鉄
道
受
注
を

諦
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
紙
の

記
者
が
中
国
・
北
京
で
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
幹
部
に

取
材
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
は
、
こ
れ

ま
で
の
中
国
国
内
で
の
２
万
㎞
以
上
に
及

ぶ
鉄
道
運
営
の
実
績
を
語
る
と
共
に
、

「
任
せ
て
も
ら
え
ば
世
界
で
最
も
高
い

品
質
の
鉄
道
運
営
を
実
現
で
き
る
」
と

意
欲
を
語
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
で
、
前
述
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の

「
中

国
政
府
が
Ｎ
Ｏ
を
出
し
た
か
ら
」
と
の
予

想
が
外
れ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
ア
ジ

ア
の
大
国
“
中
国
”
は
、
二
枚
舌
や
揺

さ
ぶ
り
は
お
手
の
物
。
日
本
の
“
官
民

挙
げ
て
”
に
対
抗
し
、
「
そ
う
来
た
か
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
だ
っ
た
ら
、
中
国

の
巨
大
企
業
２
社
を
投
入
し
、
ど
ち
ら

も
取
っ
て
し
ま
う
実
力
行
使
に
出
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
か
も
、
あ
る
報
道
で
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｃ

が
香
港
鉄
道

（
Ｍ
Ｔ
Ｒ
）
と
協
力
し
て
応

札
す
る
可
能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
、
同

案
件
の
行
方
は
混
迷
を
極
め
て
来
た
。

　

い
ず
れ
せ
よ
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
間
の
高
速
鉄
道
計
画
の
国
際
入
札

は
、
今
年
10
～
12
月
期
に
実
施
さ
れ
る

見
通
し
だ
。

両
天
秤
に
か
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

　

同
高
速
鉄
道
受
注
の
争
い
は
、
ま
だ
ま

だ
二
転
三
転
し
そ
う
だ
が
、
中
国
の
凄

さ
は
な
り
ふ
り
構
わ
ず
の
力
技
に
あ
る
。

現在マレーシアで走る最高時速140kmのETS。日本の技術が盛り込まれている

Economy  report

昨年の洪水で破壊されたバンコク—マレーシア間の鉄道（筆者）
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逆
に
、
そ
こ
に
つ
け
入
る
ス
キ
が
あ
る
の

も
事
実
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
日
本
と

中
国
の
鉄
道
受
注
合
戦
は
、
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。 

　

記
憶
に
新
し
い
の
が
、
日
本
と
激
し
い

受
注
合
戦
を
繰
り
広
げ
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
西
ジ
ャ
ワ
州
バ
ン

ド
ン
間

（
約
１
４
０
㎞
）
を
結
ぶ
高
速
鉄

道
計
画
だ
ろ
う
。

　

当
時
、
日
本
は
円
借
款

（低
利
融
資
）

に
よ
る
新
幹
線
方
式
を
推
し
た
が
、
中

国
は
融
資
返
済
に
対
す
る
政
府
保
証
を

不
要
と
す
る
こ
と
で
、
２
０
１
５
年
に
受

注
契
約
を
結
び
、
翌
年
に
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
大
統
領
出

席
の
も
と
、
大
々
的
に
起
工
式
が
行
な

わ
れ
た
。 

　

と
こ
ろ
が
、
起
工
式
か
ら
１
年
が
た
っ

て
も
建
設
の
メ
ド
が
全
く
立
っ
て
い
な
い

と
言
う
。

　

こ
れ
は
、
中
国
が
資
金
を
出
し
渋
っ
て

い
る
た
め
で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
２
０

１
９
年
の
開
業
は
極
め
て
困
難
な
状
況
だ

そ
う
だ
。

　

こ
れ
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
鉄
道
関

連
事
業
者
だ
け
で
な
く
、 

国
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
ジ
ョ
コ
大
統
領
ま
で
も

「
発
注
後
２

年
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

進
ん
で
い
な
い
。
早
く
建
設
し
た
い
」
と
、

不
快
感
を
表
明
す
る
異
例
の
事
態
と
な

っ
て
い
る
。

　

同
国
の
問
題
は
、
受
注
後
す
ぐ
に
起
こ

っ
た
。

　

中
国
側
は
当
初
、
政
府
資
金
は
求
め

な
い
こ
と
を
条
件
に
受
注
を
獲
得
。
「
政

府
保
証
を
つ
け
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
は
、

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
」
（
大
手
日
系

ゼ
ネ
コ
ン
幹
部
）
と
振
り
返
る
と
お
り
、

日
本
勢
と
し
て
は
負
け
て
悔
し
い
も
の
の
、

に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
力
技
に
も
驚
愕
し

た
。

　

そ
し
て
、
中
国
は
い
ざ
受
注
す
る
と
、

「
政
府
保
証
が
な
け
れ
ば
資
金
は
出
さ

な
い
」
と
、
耳
を
疑
う
通
達
を
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
側
に
伝
え
、
同
国
側
も

「
話
が

違
う
」
と
困
惑
す
る
事
態
が
発
生
。

　

加
え
て
、
中
国
側
は

「
土
地
収
用
が

完
全
に
終
わ
ら
な
け
れ
ば
資
金
提
供
は

し
な
い
」
と
追
加
条
件
ま
で
突
き
つ
け
る

始
末
で
、
ま
さ
に
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な

い
状
態
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
も
翻
弄
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

土
地
収
用
を
完
全
に
終
わ
ら
せ
る
に
は

時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
こ
れ
で
は
、

２
０
１
９
年
の
完
成
な
ど
間
に
合
う
は
ず

が
な
い
。 

　

ジ
ョ
コ
大
統
領
に
と
っ
て
は
、 

高
速
鉄
道

は
自
ら
の
公
約
の
目
玉
事
業
だ
。
こ
の
悲

劇
と
も
言
え
る
現
状

（
誤
算
）
を
打
破

す
る
べ
く
、
日
本
に
助
け
舟
を
願
い
出
た
。

「
大
統
領
の
側
近
が
訪
日
し
、
日
本
の

国
交
省
に
別
の
路
線
の
高
速
化
を
持
ち

か
け
、
日
本
側
は
承
諾
し
、
協
力
姿
勢

を
示
し
た
そ
う
で
す
」
（事
情
通
）。

　

こ
の
路
線
が
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
ス
ラ
バ
ヤ

を
結
ぶ
既
存
鉄
道
の
高
速
化
だ
。
と
は

言
え
、
日
本
側
も
先
の
教
訓
を
忘
れ
た

わ
け
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

自
ら

（
日
本
が
）
事
業
化
の
調
査
を

し
た
路
線
を
奪
わ
れ
、
挙
句
の
果
て
に
、

中
国
の
甘
い
汁
に
唆
さ
れ
た
と
は
言
え
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
は
梯
子
を
外
さ

中国とのドタバタ劇にも耐えるタイのアーコム運輸相（筆者）

すでに中国ではラオス国境に向け昆明から南下する高速鉄道の建設が急ピッチで進んでいる
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れ
て
い
る
。
い
わ
ば
浮
気
し
て
逃
げ
た
相

手
が
、
浮
気
相
手
に
騙
さ
れ
た
か
ら
や
っ

ぱ
り
許
し
て
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　

し
か
も
、
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
の
が
、

先
日
の
中
国
・
北
京
で
開
催
さ
れ
た
現

代
版
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
圏
構
想

「
一

帯
一
路
」
の
国
際
会
議
で
、
ジ
ョ
コ
大
統

領
と
習
近
平
国
家
主
席
が
首
脳
会
談
し

て
い
る
点
だ
。

　

こ
の
中
で
、
ジ
ョ
コ
大
統
領
は
、
中
国

側
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
３
地
域

（
北
ス

マ
ト
ラ
州
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
、
北
カ
リ

マ
ン
タ
ン
州
）
の
鉄
道
事
業
も
含
む
、
大

規
模
イ
ン
フ
ラ
事
業
で
の
協
力
を
提
案
し

た
そ
う
だ
。

　

自
国
の
発
展
へ
の
寄
与
を
考
え
る
の
は

当
然
だ
し
、
直
接
的
に
日
本
へ
の
提
案
内

容
と
関
係
は
な
い
。

　

し
か
し
、
あ
れ
だ
け
不
信
感
を
抱
い
て

い
る
様
子
だ
っ
た
大
統
領
が
、
そ
れ
で
も

中
国
に
擦
り
寄
る
姿
勢
は
、
中
国
が
ア

ジ
ア
の
大
国
で
あ
り
無
視
で
き
な
い
か
ら

だ
ろ
う
。

　

日
本
は
、
同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
、

慎
重
に
見
極
め
る
必
要
は
あ
る
。

紆
余
曲
折
の
タ
イ
中
高
速
鉄
道

　　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
以
上
に
し
た
た
か
な
の

が
、
タ
イ
か
も
し
れ
な
い
。
先
日
、
同

国
と
中
国
が
共
同
整
備
す
る
高
速
鉄
道

事
業
の
内
、
バ
ン
コ
ク
―
東
北
部
ナ
コ
ー

ン
ラ
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
間

（
２
５
０
㎞
）
が
、

近
々
閣
議
決
定
さ
れ
、
年
内
に
も
着
工

さ
れ
る
と
タ
イ
副
首
相
が
発
表
し
た
。

承
認
後
は
、
タ
イ
国
有
鉄
道

（Ｓ
Ｒ
Ｔ
）

が
中
国
側
に
設
計
を
任
せ
て
、
工
事
業

者
を
選
定
し
着
工
と
な
る
。

　

そ
も
そ
も
同
計
画
は
、
同
完
成
後
に

延
伸
さ
れ
、
ラ
オ
ス
国
境
に
接
す
る
東

北
部
ノ
ン
カ
ー
イ
県
ま
で
伸
び
る
。
そ
し

て
、
す
で
に
中
国
・
昆
明
か
ら
南
進
が

始
ま
っ
て
い
る
高
速
鉄
道
は
、
ラ
オ
ス
を

縦
断
し
た
後
に
同
線
路
と
つ
な
が
り
、
晴

れ
て
バ
ン
コ
ク
ま
で
届
く
と
言
う
。

　

ち
な
み
に
、
タ
イ
は
も
う
１
本
の
高
速

鉄
道
計
画

（
チ
ェ
ン
マ
イ
―
バ
ン
コ
ク
）
は
、

日
本
が
請
け
負
う
こ
と
で
合
意
形
成
が

で
き
て
い
る
。

　

タ
イ
に
と
っ
て
日
中
両
国
共
に
切
っ
て

も
切
れ
な
い
間
柄
な
の
は
周
知
の
と
お
り

だ
。
彼
ら
の
ご
先
祖
様
は
中
国
か
ら
南

下
し
、
多
く
の
財
閥
系
企
業
は
中
華
系

で
あ
る
。

　

一
方
、
自
動
車
や
家
電
と
い
っ
た
タ
イ

経
済
を
支
え
る
製
造
業
の
多
く
を
日
系

企
業
が
占
め
る
。
い
わ
ば
日
系
企
業
な

く
し
て
こ
の
国
の
経
済
は
成
り
立
た
な
い

の
だ
。

　

数
年
前
か
ら
タ
イ
で
も
、
高
速
鉄
道

計
画
の
受
注
を
巡
っ
て
日
本
と
中
国
が
競

い
合
っ
た
。
一
時
は
、
タ
イ
政
府
が
の
ら

り
く
ら
り
と
両
国
に
擦
り
寄
り
、
ど
っ
ち

つ
か
ず
の
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
、
高
速
鉄
道
計
画
を

２
路
線
に
し
、
両
国
に
分
配
し
た
。

　

だ
が
、
そ
ん
な
タ
イ
で
も
中
国
は
本
領

を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
。

　

す
で
に
過
去
の
こ
と
だ
が
、
当
初
、
高

速
鉄
道
計
画
は
前
政
権
下
で
浮
上
し
、

同
国
政
府
は
日
本
と
中
国
の
ど
ち
ら
か

に
頼
む
か
を
悩
ん
だ
。
す
る
と
、
中
国

側
は
「建
設
資
金
は
コ
メ
と
交
換
で
よ
い
」

と
い
う
、
こ
れ
ま
た
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
の
提
案

で
勝
ち
取
っ
た
。

　

た
だ
、
同
計
画
は
、
２
０
１
４
年
の
ク

ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
一
旦
白
紙
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
現
暫
定
政
権
で
改
め
て
合
意

が
図
ら
れ
た
が
、
今
度
は
資
金
面

（
建

設
予
算
）
で
折
合
い
が
つ
か
ず
、
着
工
予

定
が
二
転
三
転
。
い
わ
ゆ
る
“
◯
度
目

の
正
直
”
的
な
話
で
今
に
至
る
。

　

中
国
と
し
て
は

「
一
帯
一
路
」
と
い
う

野
望
に
沿
っ
て
，
中
国
・
昆
明
か
ら
、
果

て
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
つ
な

げ
る
，
ア
ジ
ア
縦
断
鉄
道
を
是
が
非
で

も
受
注
し
た
い
は
ず
。

　

残
さ
れ
た
戦
場
は
、
バ
ン
コ
ク
・
マ
レ
ー

シ
ア
鉄
道

（
約
１
５
０
０
㎞
）
の
高
速
化

だ
ろ
う
。
す
で
に
、
タ
イ
の
ア
ー
コ
ム
運

輸
相
は

「
マ
レ
ー
シ
ア
と
協
議
し
て
進
め

る
が
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
他
国
の
支
援
が
必

要
だ
」
と
日
本
と
中
国
の
想
定
を
示
唆

す
る
。

　

仮
に
、
冒
頭
の
マ
レ
ー
シ
ア
最
大
の
開

発
や
、
同
国
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
つ
な
ぐ

高
速
鉄
道
を
中
国
が
受
注
す
れ
ば
、
日

本
の
つ
け
入
る
ス
キ
は
な
い
。

タイの都市間鉄道ではすでに日本製車両が走る（筆者）
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